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町
民
が
自
ら
参
画
す
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
は
、
大
学
や
研
究

機
関
な
ど
の
知
的
イ
ン
フ
ラ
や
マ

ン
パ
ワ
ー
を
活
用
し
て
、
大
学
の

研
究
成
果
に
根
ざ
し
た
生
涯
教
育

を
導
入
し
な
が
ら
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
行
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

一
方
、
茨
城
大
学
で
は
、
大
学

の
教
育
研
究
の
活
性
化
に
繋
げ
る

た
め
、
地
域
貢
献
と
地
域
連
携
を

一
層
推
進
す
べ
く
、
地
域
連
携
委

員
会
を
設
置
し
地
域
連
携
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

４
月
13
日
茨
城
大
学
に
お
い

て
、
地
域
で
の
様
々
な
課
題
解
決

や
、
活
性
化
の
た
め
に
、
町
と
大

学
が
共
に
力
を
注
ぐ
地
域
連
携
を

進
め
る
た
め
の
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
大
学

の
教
員
や
院
生
・
学
生
が
今
後

益
々
地
域
の
振
興
に
よ
り
深
く
頻

繁
に
関
わ
れ
る
体
制
が
整
い
ま

す
。今

ま
で
も
大
学
の
教
員
個
人
や

教
員
グ
ル
ー
プ
ま
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

な
ど
個
別
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、

多
く
の
連
携
事
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
平

成
13
年
か
ら
14
年
に
か
け
て
「
人

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
研
究

会
」
を
人
文
学
部

都
市
計
画
研

究
室
と
と
も
に
進
め
、
学
生
に
よ

る
商
店
街
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
レ
ト

ロ
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
「
永
町

の
縁
台
」
の
立
ち
上
げ
に
も
、
多

大
な
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

連
携
事
業
を
展
開
し
大
き
な
成
果

を
導
き
出
し
て
い
ま
す
。

本
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
今
後

は
大
学
が
組
織
的
に
ま
ち
づ
く
り

に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
と

大
洗
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
特

色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
が
さ

ら
に
促
進
さ
れ
ま
す
。

茨
城
大
学
人
文
学
部
は
、

学
部
が
人
文
学
科
・
社
会
化

学
科
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
の
３
科
、
大
学
院
が

文
化
構
造
専
攻
・
言
語
文
化

専
攻
・
地
域
政
策
専
攻
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
専
攻

の
４
専
攻
か
ら
な
っ
て
お
り

人
文
・
社
会
系
の
分
野
を
ほ

と
ん
ど
カ
バ
ー
し
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
地
域
や

自
治
体
が
必
要
と
す
る
支
援
や
連

携
の
利
点
を
広
く
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
学
は
相
互
学
習
型
の
教
育
・

研
究
体
制
の
中
、
目
標
と
す
る
連

携
事
業
を
進
め
る
上
で
下
の
図
の

４
つ
の
事
業
を
柱
と
し
て
い
ま

す
。

町
・
茨
城
大
学
人
文
学
部
は
地

域
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

茨
城
大
学
人
文
学
部
の

地
域
連
携
４
つ
の
柱

手
を
つ
な
ぐ
町
と
大
学

地域連携事業�
4つの柱�

文化アドバイザー事業�
人文学部講師を派遣し、ニーズ
に合わせて地域の人々に研究成
果を還元します。�

ブラッシュアップ支援事業�
町民や卒業生などの職業上のブ
ラッシュアップを支援する教育
を展開します。�

地域コーチ支援事業�
地域の有識者（市民研究
者）と協力し、地域コー
チとしての活動を支援し
ます。�

提案型共同研究事業�
地域から提案された政策
的な課題（地域活性化･
国際交流等）を共同で調
査研究します。�

地
域�

地
域�

　これらを町と共に進めること
で、地域と教育･研究の活性化
がお互いに連動する「新たな仕
組み」の創造と、地域･教育･研
究が三位一体化した「新たなカ
リキュラム」創出をめざします。�

　人文･社会科学分野を
ほぼ網羅する多彩な講師
陣と好奇心に溢れた院生･
学生達がそろっていま
す！�

※ブラッシュアップとは、�
　再教育すること�
�
※茨城大学人文学部地域連携事業�
　「スモールダイナミック・イン･�
　　いばらき」を参考に作成�

茨城大学人文学部　小谷町長と田中重博部長
（茨城大学にて）



日時▼�
平成17年6月12日（日）�
午後1時30分～4時30分�
�
場所▼�
大洗文化センター大会議室�
（入場無料）�
�
「ぜひおいで下さい」�
問合せê町長公室（内線218）�

基調講演　帯刀治（茨城大学人文学部教授）「交流人口の拡大を目指すまちづくり」�
パネルディスカッション�
　　　　　コーディネーター　斎藤義則（茨城大学人文学部教授・同地域総合研究所所長）�
　　　　　パネリスト　　　　松井陽通（茨城大学人文学部教授・同地域連携委員会委員）�
　　　　　　　　　　　　　　鈴木良成（お弁当の万年屋　代表取締役社長）�
　　　　　　　　　　　　　　石井盛志（ホテル金波楼支配人・大洗町宿泊業青年会々長）�
　　　　　　　　　　　　　　大山吐志（大洗海の大学　理事） �
　　　　　　　　　　　　　　葛西紘子（茨城大学大学院理工学研究科）�
　　　　　　　　　　　　　　�橋正彦（大洗町役場　町長公室長）�
総合司会　鎌田彰仁（茨城大学人文学部教授・同地域連携委員会委員長）　　　　　敬称略�

大洗町・茨城大学人文学部地域連携協定締結記念フォーラム「観光立町を目指したまちづくり」�
―大洗の魅力とは何か、これをどのように発信するか―�

�

町
は
町
民
の
方
々
と
共
に
、
た

く
さ
ん
の
方
が
「
海
」
を
楽
し
め

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
大
洗

海
の
大
学
を
、平
成
16
年
に
開
校
。

町
民
が
教
授
と
な
っ
て
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
大
学
と
の
連
携
で

は
、
大
洗
海
の
大
学
を
海
の
キ
ャ

ン
パ
ス
と
し
て
活
用
し
た
り
、
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
地
域
連
携
事
業
を
進

め
て
行
き
ま
す
。

ほ
か
に
も
町
の
事
業
へ
の
参
加

や
プ
ラ
ン
づ
く
り
、
小
中
学
校
や

地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
教
育
活
動

等
に
つ
い
て
も
連
携
の
ま
ち
づ
く

り
を
展
開
し
な
が
ら
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
力
を

持
つ
大
学
と
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
大
洗
町
が
、
密

接
に
連
携
し
、
活
動
し
、
お
互
い

が
で
き
る
こ
と
や
、
立
場
を
補
完

し
な
が
ら
各
種
の
事
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

協
定
締
結
を
記
念
し
て
、
大
洗

町
の
主
要
施
策
「
観
光
」
を
テ
ー

マ
に
、
大
洗
の
魅
力
と
発
信
の
方

法
に
つ
い
て
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
、
観
光
業

や
商
工
業
関
係
者
、
そ
し
て
大
学

関
係
者
と
と
も
に
大
学
と
の
連
携

機
能
を
横
軸
に
す
え
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
連
携
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
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高
齢
社
会
に
対
応
し
た
「
人
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
り

組
み
や
、
観
光
を
中
心
と
し
た
地

場
産
業
の
振
興
策
、
そ
し
て
心
豊

か
な
人
間
形
成
の
た
め
の
教
育
へ

の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
ま

す
。
同
時
に
学
生
が
自
分
の
研
究

に
つ
い
て
実
践
活
動
を
し
た
り
、

実
際
に
仕
事
を
し
て
就
業
体
験
を

す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け

入
れ
も
進
め
て
い
き
ま
す
。
学
生

の
皆
さ
ん
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
と
し
て
町
を
訪
れ
る
こ
と
で
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
も
盛
ん

に
な
り
、
な
お
一
層
、
町
に
活
気

が
生
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

具
体
的
な
大
学
と
の

連
携
事
業

今
、
協
働
・
連
携
の

ま
ち
づ
く
り

連
携
協
定
締
結
記
念

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

学生の皆さんによるまちづくり実地調査

「大洗海の大学」と学生の皆さんとの交流会

ビーチでジーコ船長から講義を受ける子ども達

大
洗
海
の
大
学
の
活
用 「大洗海の大学」の事業にも参画

（サーフィン教室）

◆福祉や生涯学習事業�
　への参加�
青少年健全育成事業など�

◆中心市街地活性化支援�
ほっとサロン「永町の縁台」活用�

◆大洗のまちづくり勉強会�
◆まちづくり実践公開講座�
（学生の単位取得可能）�

◆共同研究�
◆観光振興とユニバーサル�
デザイン研究会�

◆地域振興事業への支援�
大洗海の大学への参画�

連携事業の一例（案）�



3．まちづくり�
　推進組織検討会�

2．意見交換�1．個別説明�

法人設立準備会�
�

法人設立� まちづくり事業�

研 究 会�

大洗町の資源を活かした新しい振興策�大洗町の資源を活かした新しい振興策�

まちづくり研究会の発足�
　官から民へという最近の社会的潮流に従い、町民主役の新しい振興策を進めるため、まちづくり研究会が発

足しました。大洗町の資源をどう活用するかが、ポイントになります。�

�

　　　今までのまちづくり施策とどこが違うのですか？ �
　　　2004年1月に東京工業大学の藤井靖彦教授を委員長とする「産学官との連携による大洗町振興策検

討委員会」が設置され、同年8月に答申がありました。答申書の特徴は、次の2点に集約できます。一つ

目は、原子力研究開発機関の知的財産や大洗町の豊かな資源を活用する産業振興策の検討と実施が

提言されていることです。二つ目は、振興策の実施主体として、町民が主役のまちづくり推進組織「NPO

法人まちづくりネットワーク大洗（仮称）」の設立が提言されている点です。官から民へという最近の社

会的潮流に沿った提言であると言えます。�

　�

　　　大洗町はどのような取り組みを行っているのですか？�
　　　大洗町は答申書を指針とし、まちづくり推進組織の設立に向けた準備活動を進めてきました。昨年10

月には大洗文化センターにおいて「大洗町活性化フォーラム」を開催し、パネル討論会によって新しい

まちづくりの機運の醸成に着手しました。また、意見交換会も兼ねた個別の説明会を約20回開催して

きました。そして、今年2月、大洗町に在住あるいは在勤の有志による「まちづくり研究会」が発足しま

した。�

�

　　　まちづくり研究会にはどのような人が参加していますか？�
　　　研究会は、30歳代から60歳代までの幅広い年齢層で構成され、観光業、漁業、建設業、電機、商工会、

原子力事業者、町役場等のいろいろな産業分野の経験者が集まっています。今までのまちづくりは産業

別の施策や視点が多かったのですが、「オールおおあらい」による取り組みを図っています。�

　�

　　　まちづくり研究会は何をしていますか？�
　　　研究会は一回あたり夕方2時間程度、一ヶ月に数回の

ペースで開催しています。最初に、まちづくり推進組

織の目的や社会的使命、経営理念、事業分野等の骨格

を検討しています。�

�

　　　新しいまちづくりに私も興味があるのですが？�
　　　研究会の活動にご興味をお持ちの方のご連絡をお待

ちしております。連絡先は次のとおりです。�

大洗町　町長公室�

住所：〒311-1392 大洗町磯浜町6881-275�

電話： 267-5111 （内線217・218）、FAX：266-3084�

E-mail：koushitsu＠town．oarai．ibaraki．jp

Q1
A2

Q2
A2

Q3
A3

Q4
A4

Q5
A5
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平
成
16
年
度
教
育
文
化
協
会
主
催
の
第
35
回
世
界
児
童
画
展
に
お
い
て
、

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
（
団
体
の
部
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。�

　
夏
海
小
学
校
で
は
、
学
校
生
活
が
生
き
生
き
と
な
る
よ
う
に
と
、
週
に

１
度
の
ク
ロ
ッ
キ
ー
（
速
写
）
タ
イ
ム
を
設
け
て
お
り
、
学
年
ご
と
に
テ

ー
マ
を
決
め
、
子
ど
も
た
ち
は
、
自
由
な
発
想
や
伸
び
伸
び
と
し
た
豊
か

な
表
現
で
描
い
て
お
り
ま
す
。�

　大洗南中学校のランチルームが、学
校給食の研究団体発行「学校の食事」
4月号で紹介されました。�
　平成12年度に改築された南中学校は、
学年でまとまって食事ができるランチ
ルーム、海の見えるランチテラス、ド
ライシステムの調理室等、たくさんの
キーワードをもった学校として注目さ
れています。�
　生徒達は、この素敵なランチルーム
で調理員さんと栄養士さんの愛情がこ
もった給食を、笑顔いっぱい楽しんで
います。�

夏
海
小
学
校�

　
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞（
団
体
の
部
）受
賞�

「ふしぎな星の世界」�
小1年　杉山愛奈さん�

「とべ！まほうのじょうききかん車」�
小3年　菅谷美帆さん�

「おいてけぼりの池」�
小3年　土橋由祈さん�

「夢のわくわく遊園地」�
小4年　深作里菜さん�
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節
の
絵
柄
を
描
き
、
平
安
の
雅
な

世
界
に
想
い
を
は
せ
る
こ
と
が
で

き
る
教
室
で
す
。

日
時
／
６
月
22
日
（
水
）

13
時
30
分
〜
16
時

参
加
費
／
２
、０
０
０
円
／
１
名

（
２
回
目
以
降
は
１
、５
０
０
円
）

開
催
場
所
／
大
洗
海
の
大
学
　
研

修
実
習
室

対
象
／
18
歳
以
上
　
30
名
【
最
少

催
行
人
員
10
名
】

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
　
　
　
　

「
旬
の
魚
料
理
教
室
」
《
穴

子
料
理
の
い
ろ
い
ろ
》

内
容
／
大
洗
の
漁
港
で
そ
の
日
に

獲
れ
た
魚
を
使
っ
た
料
理
教
室
で

す
。
漁
師
料
理
の
専
門
家
が
楽
し

く
魚
の
さ
ば
き
方
を
伝
授
し
ま

す
。
出
来
上
が
っ
た
ら
、
み
ん
な

で
試
食
し
て
で
き
ば
え
を
体
感
。

今
回
は
穴
子
を
使
っ
た
料
理
の
い

ろ
い
ろ
が
学
べ
ま
す
。

日
時
／
６
月
25
日
（
土
）

14
時
〜
17
時
　

参
加
費
／
２
、０
０
０
円
／
１
名

開
催
場
所
／
大
洗
海
の
大
学
　
調

理
実
習
室

対
象
／
18
歳
以
上
　
20
名
【
最
少

催
行
人
員
10
名
】

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
魚
を
料
理

す
る
包
丁
が
あ
る
方
は
お
持
ち
く

「
ヨ
ッ
ト
体
験
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
」

内
容
／
青
い
海
、
青
い
空
、
ヨ
ッ

ト
の
白
い
帆
・
・
・
大
洗
マ
リ
ー

ナ
の
オ
ー
ナ
ー
と
一
緒
に
大
海
原

を
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
。

日
時
／
６
月
26
日
（
日
）

午
前
の
部
９
時
30
分
〜

午
後
の
部
13
時
30
分
〜

参
加
費
／
２
、０
０
０
円
／
１
名

（
１
艇
チ
ャ
ー
タ
ー
の
場
合
は

１
０
、０
０
０
円
）

開
催
場
所
／
大
洗
マ
リ
ー
ナ
と
太

平
洋
　
（
※
大
洗
マ
リ
ー
ナ
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
１
Ｆ

Ｖ
Ｉ
Ｐ
ル
ー
ム

集
合
）

対
象
／
小
学
生
以
上
（
小
学
生
の

場
合
は
保
護
者
同
伴
）

持
ち
物
／
着
替
え
（
寒
い
時
の
た

め
の
長
袖
等
）、
飲
み
物
、
帽
子
、

濡
れ
て
も
よ
い
靴
（
色
つ
き
の
底

の
靴
は
絶
対
に
ご
遠
慮
下
さ
い
。

ヨ
ッ
ト
の
船
内
を
汚
し
ま
す
）、

ビ
ニ
ー
ル
袋

「
貝
あ
わ
せ
教
室
」

内
容
／
大
洗
名
物「
大
ハ
マ
グ
リ
」

の
殻
を
使
い
、
内
側
の
部
分
に
季

「
浜
辺
ア
ー
ト
教
室
」

内
容
／
春
の
海
を
眺
め
な
が
ら
、

海
な
ら
で
は
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

を
作
っ
て
心
を
癒
し
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
４
つ
の
教
室
を
用
意
し
ま

し
た
。
海
辺
の
生
き
物
を
使
い
、

ハ
ン
カ
チ
な
ど
に
デ
ザ
イ
ン
を
す

る
「
海
賊
染
め
」。
大
洗
特
産
の

大
ハ
マ
グ
リ
の
貝
殻
に
絵
柄
を
描

く
「
貝
あ
わ
せ
」。
海
藻
を
使
っ

て
し
お
り
や
は
が
き
を
作
る
「
海

藻
押
し
葉
」。
そ
し
て
、
紙
粘
土

で
海
の
生
き
物
を
作
る
「
お
魚
マ

グ
ネ
ッ
ト
」。
お
好
き
な
も
の
を

選
ん
で
、
春
の
海
を
形
に
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

日
時
／
６
月
19
日
（
日
）

10
時

〜
15
時
　
時
間
内
参
加
自
由

参
加
費
／
海
賊
染
め
１
、５
０
０

〜
２
、０
０
０
円
、
貝
あ
わ
せ
２
、

０
０
０
円
、
海
藻
押
し
葉
３
０
０

円
、
お
魚
マ
グ
ネ
ッ
ト
３
０
０
円

開
催
場
所
／
大
洗
海
の
大
学
　
研

修
実
習
室

対
象
／
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン

大
洗
海
の
大
学

６
月
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

だ
さ
い
　

「
初
心
者
カ
ヌ
ー
教
室
」（
親

子
・
仲
間
）

内
容
／
大
洗
町
の
涸
沼（
ひ
ぬ
ま
）

で
実
施
し
ま
す
。
カ
ヌ
ー
の
乗
り

方
、
静
水
で
の
漕
ぎ
方
な
ど
基
本

的
な
こ
と
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
す
。

そ
の
後
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
頂

く
た
め
の
第
一
歩
で
す
。

日
時
／
６
月
26
日
（
日
）

《
午
前
か
午
後
の
ど
ち
ら
か
を
お

選
び
下
さ
い
》
　

午
前
の
部
10
時
〜
12
時

午
後
の
部
13
時
〜
15
時

参
加
費
／
２
、５
０
０
円
、
親
子

１
組
３
、５
０
０
円
（
追
加
１
名

１
、５
０
０
円
）

※
１
組
３
名

ま
で

開
催
場
所
／
涸
沼
　
松
川
漁
港

対
象
／
小
中
学
生
＋
保
護
者
、
ま

た
は
18
歳
以
上

午
前
・
午
後
と
も
に
10
組

持
ち
物
／
飲
み
物
、
帽
子
、
着
替

え
（
寒
さ
対
策
で
長
袖
な
ど
）、

濡
れ
て
も
よ
い
服
装
と
靴

　「大洗海の大学」では大洗町全体をキャンパスに様々なカリキ
ュラムの展開をしています。この「ヨット教室」は大洗マリーナ
でヨットを繋留しているヨットのオーナーの方たちの全面的なご
協力により実施しております。またマリーナのVIPルームをお借り
してヨットに乗る前に「ヨットとは？」や「ヨットの簡単なしくみ」
「どうして風上に向かってすすめるのか」などのレクチャーを受
けてからいざ乗船！�
　ヨットへの乗り方からはじまり、ヨット上での作業と行動を実
際にヨットの上で体験してもらいます。海上は陸上より遙かに寒
いので着るものには十分注意し
ましょう。�
　ヨットの上で、自然の力「風」
を感じ、海のすばらしさを体感
してください。モーターがない
ので耳をすませば波の音や自然
の音が聞こえるでしょう。�

『ヨット体験クルージング』�『ヨット体験クルージング』�
〈カリキュラム紹介〉―太平洋の大海原へ―�

『ヨット体験クルージング』�『ヨット体験クルージング』�


